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仏教学部 

社会共生学部 2021～2023 年度 

2021 年度～2022 年度 

■ 仏教学部   ■ 仏教学科 

 

▮ 仏教学部 

― ディプロマ・ポリシー（学位授与方針） 

仏教学部では、知識・技能、思考・判断・表現、関心・意欲・態度の項目において、学科において学位授与方針

を定めています。それは、本学の教育ビジョン・建学の精神「智慧と慈悲の実践」にもとづきながら、「4 つの人

となる」（「慈悲」・「自灯明」・「中道」・「共生」の人となる）という言葉の中に、その基本的精神と願いが表現さ

れています。仏教学部におけるさまざまな学びを活かして、より良い社会の形成と発展のために、多様な価値観

を認め、他者と協働しながら、主体的かつ実践的に活かそうとする能力・資質を備えた学生に学位を授与します。 

 

 

― カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

本学では、教育ビジョン「4 つの人となる」ために、幅広い教養と学びの技法を身につけるための共通教育科目

である「第Ⅰ類科目」、学科の専門教育科目である「第Ⅱ類科目」、資格取得とキャリア形成に関する「第Ⅲ類科

目」を設置し、初年次から卒業までに学ぶ諸科目を有機的に連携・接続させた教育課程を編成しています。 

仏教学部においては、専門的な知識と技能の修得を徹底するため、基礎ゼミナールや専門ゼミナールなど多くの

講座で少人数教育を実施しています。さらに個別指導により、各自の関心や疑問を掘り下げ、一人ひとりの資質

や能力の向上を図りながら、卒業論文・卒業研究の完成を目指すというカリキュラムを編成しています。 

 

 

― アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針） 

本学では、本学の教育ビジョンである「4 つの人となる」を、生涯を通じて体得していこうとする学生を育成す

ることを目指し、ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）に示した資質・能力を総合的に身につけている学生を

育成し、社会に送り出すことを教育目標としています。そのため本学は、以下の資質・能力を備えた学生を受け

入れるため、多様な選抜方法により、多面的・総合的な評価を行います。 

仏教学部においては、新たな知識や他者の意見に触れることを喜びと感じ、多様な価値観を認め、自らの思索を

深めようとする、開かれた姿勢をもっている学生、また、社会のさまざまな事象を自らに関わる問題として捉え、

自身の学びを地域や社会に活かし、他者とともに積極的に解決していこうとする意欲をもっている学生を広く求

めます。 
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▮ 仏教学科 

― ディプロマ・ポリシー（DP） 

仏教学科は、大学が掲げている教育ビジョン「4 つの人となる」を、生涯を通じて体得していこうとする学生を

育成するために、仏教学科の教育課程を修了し、以下の資質・能力を備えた学生に学位を授与します。 

 

知識・技能 

① 仏教学科の学び（仏教学・宗学・国際教養）に関する幅広い知識と研究方法を身につけてい

る。 

② 仏教学科の学びで得た知識と研究方法や技能を、現実社会の中で活用できる。 

思考・判断・

表現 

③ 仏教学科におけるさまざまな学問的領域について、自らの学びの対象とした研究や方法論

を通じて多面的に思考・判断することができる。 

④ 自ら学び体験したことを、他者や地域社会・世界に向けて、論理的・創造的に表現すること

ができる。 

⑤ 知識集約型社会を見据えて、自らの専門分野の学問領域と他の学問領域を統合的に学び、多

面的・重層的な思考をすることで、複雑で多様な現代社会の課題に応えることができる。 

関心・意欲・

態度 

⑥ より良い社会の形成と発展のために、多様な価値観を認め、他者と協働しながら、仏教学科

での修学内容を主体的かつ実践的に活かそうとする姿勢を身につけている。 

 

 

― カリキュラム・ポリシー（CP） 

仏教学科は、ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）に示した資質・能力を総合的に身につけている学生を育成

するために、仏教学コース、宗学コース及び国際教養コースにおいて、以下のカリキュラムを編成します。 

 

教育内容 

(1) 仏教を中心とした思想・歴史・文化に関わる幅広い知識と研究方法を身につけ、またそれら

を現実社会の中で活用できる能力を身につけるために、各学年において、仏教学・宗学・国際教

養の諸分野を学ぶ科目を配置します。 

仏教学科における専門教育科目は、大きく基礎部門と専門・応用部門に分けられます。 

基礎部門 

釈尊から日本に至る仏教の歴史と思想の全体像を体系的に把握するための科目と、少人数教育に

より仏教学・宗学・国際教養それぞれの基礎知識の習得をはかる科目を配置します。 

 

専門・応用部門 

① 仏教学コース 仏教の幅広い知見を得るための科目群を配置します。 

② 宗学コース 各宗派の教学と歴史を知るための科目群を配置するとともに、僧侶として必
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2021 年度～2022 年度 

須の儀礼や実践を習得する法儀部門を配置します。 

③ 国際教養コース 仏教と日本文化の魅力を世界に発信できる人材育成のための科目群を配

置します。 

④ 語学系科目 仏教学・宗学習得に必須である漢文・サンスクリット語等に関する科目を配

置、また国際教養には英語力向上を図る科目を配置します。 

⑤ 学科共通科目 他者や社会に発信し、現実社会で主体的実践的に活かせる仏教を修得する

ため、仏教文化に関する科目群や現代社会と仏教の関わりに関する科目群を設置します。 

⑥ 専門研究 3・4 年次には専門研究科目を設け、自らの問いに多面的・重層的に思考し、解

決をはかる研究方法の修得と実践力を養い、その成果は卒業論文・卒業研究として論理的・

創造的にひとつの形にまとめあげます。 

(2) 多面的に思考判断し、他者や地域社会に向けて論理的・創造的に表現する能力を身につける

ために、1 年次から 4 年次にわたって、基礎ゼミナールや専門研究などの科目を設けます。 

(3) いずれの科目においても、多様な価値観を認め、他者と協働しながら、修学内容を主体的か

つ実践的に活かそうとする姿勢を育てることを目的とします。 

教育方法 

① 基礎部門では学修内容の振り返りと小テストを実施し、仏教学科の学びの基礎を着実に修

得できるようにします。 

② 主体的な学びの力の育成・問題解決のための協働の実践をはかるアクティブラーニングを

専門分野科目群で取り入れます。 

③ サービスラーニング等を通じ、仏教の意義や魅力を社会に表現・発信する能力を養います。 

④ 大学外での実習や研修を通じ、主体的実践的な仏教学科の学びを体験し身につけます。 

⑤ 基礎ゼミナールや専門研究では少人数教育を実施し、専門的な知識と技能を修得できるよ

うにします。さらに個別指導により、各自の関心疑問の掘り下げと資質・能力の向上を図り

ながら、卒業論文・卒業研究を完成できるようにします。 

評価 

① 教育課程の科目ごとに到達目標を設定し、到達度を試験・論文・発表・実技等の必要な方法

によって学修成果を評価します。 

② ４年間の総括的な学習成果である卒業論文・卒業研究に対して、担当教員による評価と口述

試験を行い、DP に示された資質・能力の達成状況を評価します。 

③ カリキュラム改善のために、学生の修得状況を学科教員内で情報共有し、アセスメントを実

施します。 

 

 

― アドミッション・ポリシー（AP） 

仏教学科は、ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）に示した資質・能力を総合的に身につけている学生を育成

するために、以下の資質・能力を備えた学生を求めます。 
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知識・技能 

① 高等学校での教育課程において学習した科目のうち、とくに仏教学科の学び（仏教学・宗

学・国際教養）に必要な国語・地理歴史・外国語等について基礎的な知識・技能を修得して

いる。 

思考・判断・

表現 

② ものごとを論理的に説明することができる。 

③ 興味や関心のある事柄を、自らの言葉と視点で説明することができる。 

関心・意欲・

態度 

④ 仏教学科の学びに関連する事象に深い関心を持っている 

⑤ 新たな知識や他者の意見に触れることを喜びと感じ、多様な価値観を認め、自らの思索を深

めていこうとする、開かれた姿勢をもっている。 

⑥ 社会のさまざまな事象を自らに関わる問題として捉え、自身の学びを地域や社会に活かし、

他者とともに積極的に解決していこうとする意欲をもっている。 

 


